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第68回日本腎臓学会学術総会　案内

総会長：東京大学大学院医学系研究科腎臓・内分泌内科学
　　　　教授　　南学　正臣
会　場：パシフィコ横浜 ノース
　　　　〒 220‒0012　神奈川県横浜市西区みなとみらい 1‒1‒2
　　　　https://www.pacifico.co.jp/

参加受付：
6月 20日（金）～6月 22日（日）　パシフィコ横浜 ノース　1階　フォワイエ

PCデータ受付：
6月 20日（金）～6月 22日（日）　パシフィコ横浜 ノース　3階　フォワイエ

第 1会場 パシフィコ横浜 ノース　1階　G3＋G4

第 2会場 パシフィコ横浜 ノース　3階　G301＋G302

第 3会場 パシフィコ横浜 ノース　3階　G303＋G304

第 4会場 パシフィコ横浜 ノース　3階　G312＋G313

第 5会場 パシフィコ横浜 ノース　3階　G314＋G315

第 6会場 パシフィコ横浜 ノース　3階　G316＋G317

第 7会場 パシフィコ横浜 ノース　3階　G318＋G319

第 8会場 パシフィコ横浜 ノース　4階　G401＋G402

第 9会場 パシフィコ横浜 ノース　4階　G403＋G404

第 10会場 パシフィコ横浜 ノース　4階　G412＋G413

第 11会場 パシフィコ横浜 ノース　4階　G414＋G415

第 12会場 パシフィコ横浜 ノース　4階　G416＋G417

ポスター会場 パシフィコ横浜 ノース　1階　G5

会期中の学術総会事務局：パシフィコ横浜 ノース　3階　G311

　　　　　　　　　　　　jsn68@umin.ac.jp
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学術総会参加者へのお知らせとお願い

本学術総会は，現地開催と後日オンデマンド配信の形式で開催いたします。
●現地開催：6月 20日（金）～6月 22日（日）　パシフィコ横浜 ノース
●オンデマンド配信：7月 11日（金）10：00～8月 1日（金）17：00（予定）
なお，共同研究セッション，優秀若手基礎研究者賞セッション，一般演題（ベストアブスト
ラクト賞・口演・ポスター），ランチョンセミナー，イブニングセミナー，モーニングセミ
ナーは現地開催のみとさせていただきます。オンデマンド配信はいたしません。
オンデマンド視聴用 URLは，7月 7日（月）頃に学術総会ホームページに掲載いたします。

1．参加受付
　1）参加受付方法
オンラインで参加登録受付をいたします。学術総会ホームページよりご登録ください。
会員は，腎臓学会ホームページのマイページからの登録となります。
【受付期間：4月 10日（木）～7月 7日（月）17：00まで】
当日会場でも受付可能ですが，なるべく事前に参加登録を行ってください。また，当日受付
された場合でもオンデマンド視聴権が得られます。
※ 発表者の先生でオンラインでの登録をされる場合は，6月 19日（木）までにお願いいたし
ます。

　2）学術総会参加費
　（1）会　員（医師・研究者・企業）：18,000円（不課税）
　（2）非会員（医師・研究者・企業）：19,800円（消費税 10％込）
　（3）会　員（医師以外のその他医療従事者）：9,000円（不課税）
　（4）非会員（医師以外のその他医療従事者）：9,900円（消費税 10％込）
　　　※ （3），（4）については，身分を証明する書類，または所属長の証明書が必要です。証

明書は学術総会ホームページよりダウンロードできます。
　（5） 学部学生（医療系，その他関連領域の全科履修生（科目履修生，選科履修生は除きま

す）），大学院生および初期研修医：無料
　　　※身分を証明する書類（学生証など），または所属長の証明書が必要です。
　　　※参加費には現地参加・オンデマンド配信視聴の参加権を含みます。
【会員懇親会】
　日　時：6月 21日（土）18：45～（予定）
　会　場：横浜ベイホテル東急　地下 2階「クイーンズグランドボールルーム」
　参加費：5,000円（消費税 10％込）
　 懇親会参加費は，会場の参加受付または懇親会会場前の懇親会受付にてお支払いくださ
い。オンラインでの事前支払いはできません。

　3）領収書の発行について
　・会員：腎臓学会ホームページのマイページよりダウンロードをお願いいたします。
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　・ 非会員：オンライン参加登録完了時に送付されるメールにダウンロード用URLを記載し
ております。そちらからダウンロードをお願いいたします。

　4）参加証明書の発行について
　・会員：腎臓学会ホームページのマイページよりダウンロードをお願いいたします。
　・ 非会員：オンライン参加登録完了時に送付されるメールにダウンロード用URLを記載し
ております。そちらからダウンロードをお願いいたします。

　　※参加証明書は 6月 20日（金）よりダウンロードできます。
　5）現地参加の方へ
　・会員：会員カードをご持参の上，参加受付にてご提示ください。
　・ 非会員：オンライン参加登録完了時に送付されるメールに QRコードを記載しておりま
す。参加受付にて QRコードの読取を行いますので，メールを印刷してご持参いただく
か，スマートフォン等の端末上で画面をご提示ください。

　6）オンデマンド配信視聴の方へ
　視聴用 IDはオンライン参加登録完了時に送付されるメールに記載いたします。
　 現地会場で参加登録をされた方は，参加受付でお渡しする参加証に視聴用 IDが付いてお
ります。パスワードはありません。

2．日本腎臓学会腎臓専門医の単位取得
　【学術総会出席 10単位，教育講演などへの出席 5単位，合計 15単位】
　 本学術総会に参加することにより，日本腎臓学会腎臓専門医資格更新のための単位が取得
できます。会場の参加受付にて会員カードの読取を行いますので，必ず会員カードをご持
参ください。

　・腎臓専門医を取得されている方に付与いたします。
　・ オンデマンド配信視聴でも単位の取得は可能です。学会事務局にて聴講記録を確認した
上で付与いたします（指定セッションはありません）。

　・現地参加とオンデマンド配信視聴で二重に単位を取得することはできません。

3．腎臓指導医講習会の受講証明書について
セッション：腎臓指導医講習会
日時：6月 22日（日）13：40～14：40

会場：第 9会場（ノース　4階　G403＋G404）

【現地参加の方】講演会場入口で受講証明書を配布いたします。講演終了後、受講証明書の 2

枚目（学会控え）を回収いたします。（開演後の入場・途中退出の場合，受講証明書は無効と
なりますので，ご注意ください。）
【オンデマンド配信視聴の方】聴講記録をもって付与いたします。視聴サイトのマイページよ
りご自身でダウンロードいただく形式となります。
※現地参加とオンデマンド配信視聴で二重に受講証を取得することはできません。
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4．腎臓病療養指導士資格更新のための単位取得
　 【学術総会出席 10単位】，【腎臓病療養指導士に関する企画・研修への参加 5単位】（合計

15単位）
　 本学術総会および指定セッションへの参加により，腎臓病療養指導士資格更新のための単
位が取得できます。

　■学術総会出席 10単位
　　参加受付にて発行される学術総会参加証を所定の単位申請時に提出してください。
　■腎臓病療養指導士に関する企画・研修への参加 5単位
　　 シンポジウム 22「慢性腎臓病透析予防指導管理における腎臓病療養指導士の職種間連携
の実際」

　　日時：6月 22日（日）9：00～11：00

　　会場：第 9会場（ノース　4階　G403＋G404）

　 【現地参加の方】単位が必要な方には会場入口で参加証明書を配布いたします。講演終了
後，参加証明書の 2枚目（日本腎臓病協会・学会・団体控え）を回収いたします。開演後
の入場・途中退出の場合，参加証明書は無効となりますので，ご注意ください。

　 【オンデマンド配信視聴の方】聴講記録をもって付与いたします。視聴サイトのマイページ
よりご自身で参加証明書をダウンロードいただく形式となります。

　※希望者は参加登録でエントリーをしてください。
　※現地参加とオンデマンド配信視聴で二重に単位を取得することはできません。
　※腎臓病療養指導士更新要件は，日本腎臓病協会ウェブサイトをご確認ください。
　　https://j‒ka.or.jp/educator/

5．他学会単位について
　① 下記セッションを受講することにより，日本腎代替療法医療専門職推進協会の腎代替療
法専門指導士更新に必要な単位が取得できます。

　　シンポジウム 23「Re‒SDM：再度の腎代替療法選択について」
　　日時：6月 22日（日）9：00～11：00

　　会場：第 11会場（ノース　4階　G414＋G415）

【現地参加の方】「現地参加者登録票」を講演会場入口で配布いたします。必要事項を記載し
退室の際に出口で受付の者に渡してください。受講証明書は現地参加者登録票を確認した
後，後日，日本腎代替療法医療専門職推進協会より該当者へお送りいたします。
【オンデマンド配信の方】聴講記録をもって付与いたします。受講証明書は，オンデマンド配
信終了後，日本腎代替療法医療専門職推進協会より該当者へお送りいたします。
※現地参加とオンデマンド配信視聴で二重に単位を取得することはできません。
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　② 下記セッションを受講することにより，日本臨床腎移植学会の腎移植専門医更新に必要
な単位（1単位）が取得できます。

　　シンポジウム 23「Re‒SDM：再度の腎代替療法選択について」
　　日時：6月 22日（日）9：00～11：00

　　会場：第 11会場（ノース　4階　G414＋G415）

【現地参加の方】受講証は講演会場出口で配布いたします。
【オンデマンド配信の方】聴講記録をもって付与いたします。視聴サイトのマイページよりご
自身で受講証をダウンロードいただく形式となります。
※現地参加とオンデマンド配信視聴で二重に単位を取得することはできません。

6．研究倫理・医療倫理に関する研修会について
セッション：教育講演 10「研究倫理と人試料・情報の扱い」
日時：6月 21日（土）14：00～15：00

会場：第 8会場（ノース　4階　G401＋G402）

【現地参加の方】講演会場入口で受講証明書を配布いたします。講演終了後，受講証の 2枚目
（学会控え）を回収いたします。（開演後の入場・途中退出はできませんので，ご注意くださ
い。）
【オンデマンド配信視聴の方】聴講記録をもって付与いたします。視聴サイトのマイページよ
りご自身で受講証明書をダウンロードいただく形式となります。
※現地参加とオンデマンド配信視聴で二重に受講証を取得することはできません。

7．参加受付
場所：ノース　1階　フォワイエ
日時：6月 20日（金）7：50～17：00

　　　6月 21日（土）7：30～17：00

　　　6月 22日（日）7：30～14：30

8．抄録集
PDF形式で日本腎臓学会サイトに掲載いたします。

9．プログラム集（ポケットプログラム）
現地参加の方には，当日，参加受付時にお渡しいたします。別途，会期中に販売いたします
が，部数に限りがあります。（プログラム集 1,100円（消費税 10％込）／1部）

10．定例総会
日時：6月 20日（金）8：00～9：00

会場：第 1会場（ノース　1階　G3＋G4）
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11．クローク
場所：ノース　1階　G1＋G2

日時：6月 20日（金）7：50～19：20

　　　6月 21日（土）7：30～18：15

　　　6月 22日（日）7：30～16：00

　　　※  21日（土）の会員懇親会に参加される方は，必ずお荷物をお引取りの上，懇親会会
場（横浜ベイホテル東急）にご移動ください。お荷物はホテルのクロークにお預け
ください。

12．書籍展示
場所：ノース　1階　G1＋G2

日時：6月 20日（金）9：00～17：00

　　　6月 21日（土）9：00～17：00

　　　6月 22日（日）9：00～14：30

13．併設展示
場所：ノース　1階　G1＋G2

日時：6月 20日（金）9：00～17：00

　　　6月 21日（土）9：00～17：00

　　　6月 22日（日）9：00～14：30

14．インターネット利用について
館内でWi‒Fi（無料）が利用可能です。
＊SSID：FREE‒PACIFICO‒NORTH（パスワードはありません）

15．託児所
会期中に館内にて準備をしております。（子ども 1名につき，1日 1,000円（消費税 10％込））
託児室の利用には事前の予約が必要です。詳細は学術総会ホームページをご覧ください。
委託先：（株）アルファ・コーポレーション（公益社団法人全国保育サービス協会正会員）

16．優秀若手基礎研究者賞について
若手の基礎研究者の育成を目的とした褒賞制度「優秀若手基礎研究者賞」を 2023年に設置い
たしました。本学術総会におきまして，下記セッションにて最終選考を行います。
受賞者の発表・表彰式は会員懇親会で行います。
　セッション：優秀若手基礎研究者賞セッション
　日時：6月 20日（金）14：00～16：30

　会場：第 11会場（ノース　4階　G414＋G415）
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17．ベストアブストラクト賞について
一般演題抄録の採点の結果，優秀な演題に対してベストアブストラクト賞を選定いたしまし
た。受賞者には以下のセッションにて発表を行っていただきます。（英語発表）
　セッション：ベストアブストラクト賞（基礎、臨床）
　日時：6月 22日（日）9：00～11：40

　会場：第 7会場（ノース　3階　G318＋G319）

18．CRRTハンズオンセミナー（日本急性血液浄化学会合同企画）について
以下の日程にて開催いたします。なお，参加には事前申込が必要です。
　日時：6月 21日（土）13：30～17：00

　会場：ノース　2階　G214

19．臨床研究推進小委員会企画ハンズオンセミナー
以下の日程にて開催いたします。なお，参加には事前申込が必要です。
　日時：6月 22日（日）9：00～12：00

　会場：ノース　2階　G214

20．共催セミナーについて
現地開催のみです。オンデマンド配信はありません。
また，共催セミナーの事前登録受付・現地での整理券配布はありません。

21．プログラム・抄録アプリのご案内
スマートフォンやタブレット端末でプログラム・抄録検索ができるアプリケーションをご利
用いただけます。詳しくは学術総会ホームページをご覧ください。
※アプリはどなたでも無料でダウンロードいただけます。
※閲覧にはパスワードの入力が必要です。【パスワード：jsn2025】

22．ご参加にあたってのお願い
・現地，オンデマンド配信に関わらず，撮影・録音は禁止です。
　 現地で撮影・録音を希望される方は事前に申請が必要となります。申請が許可された場合
は，受付で手続きをお済ませの上，腕章を受け取りになり，撮影・録音を行ってください。
なお，音声ラインの提供はできません。

・オンデマンド配信の取材はお断りいたします。
・講演内容について SNSを含むインターネットへの投稿は禁止しております。
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司会の先生へのご案内

1．口演発表の司会者へのお願い
担当セッション開始15分前までに会場内前方の次司会者席にお越しいただき，スタッフにお
声掛けください。
【特別演題（一般演題以外）】進行に関しては司会者に一任いたします。
【優秀若手基礎研究者賞セッション】1演題 23分（発表 15分，討論 8分）で進行してください。
【一般演題（ベストアブストラクト賞，口演）】1演題 12分（発表 8分，討論 4分）で進行し
てください。

2．ポスター発表司会者へのお願い
発表時間は 1演題 6分（発表 4分，討論 2分）で進行してください。
ポスター発表日時：6月 20日（金）11：00～12：15

　　　　　　　　　6月 21日（土）11：00～12：15

　　　　　　　　　6月 22日（日）11：00～12：15

担当セッション開始 15分前までにポスター受付（ノース　1階　G5）にて指示棒，リボンを
お受け取りの上，担当セッションのポスター前で待機してください。時間厳守でお願いいた
します。

3．利益相反状況の開示についてのお願い
本学術総会では，司会者にも利益相反状況の開示をお願いしております。
該当の先生には事務局より詳細をご連絡いたします。

発表内容について（口演・ポスター共通）

・発表の際に利益相反自己申告に関するスライドを必ず入れてください。
　詳細は医学研究の利益相反（COI）に関する共通指針の細則，開示方法をご参照ください。
　URL：https://jsn.or.jp/jsninfo/about/regulations/COI_guideline_saisoku.pdf

・臨床研究法対応について
　 臨床研究法の施行に伴い，従来からお願いしています発表時の COI開示が義務付けられ，
違反の場合は罰則を受ける可能性もでてまいりました。会員の皆様におかれましては法律
の主旨をよく理解し，学会発表時の COI開示をしっかりとお願いいたします。

　関連 URL：https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000163417.html

・発表内容に個人が特定できるような表現（イニシャル等）が無いようにご注意ください。
・ 発表者は，研究倫理・医療倫理に関する研修を受けていることが要件となっております。
発表の際には COI自己申告書のスライドに「研究倫理・医療倫理に関する研修を受講しま
した」と記載してください。

　URL：https://jsn.or.jp/jsninfo/about/regulations/page06.php
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口演発表について

1．発表時間
特別演題（一般演題以外）は司会者の指示に従ってください。
優秀若手基礎研究者賞セッションは発表 15分，討論 8分です。
一般演題（ベストアブストラクト賞，口演）は発表 8分，討論 4分です。
演台，ならびに司会者席では，発表時間終了 1分前と発表時間終了時に卓上のランプでお知
らせいたします。

2．発表形式
発表は全て PCによるプレゼンテーションのみとなります。
ご発表時間の 30分前までに PCデータ受付にお越しいただき，データのご確認をお願いいた
します。

PCデータ受付：ノース　3階　フォワイエ
受付時間：6月 20日（金）8：00～18：00

　　　　　6月 21日（土）7：30～17：00

　　　　　6月 22日（日）7：30～15：00

PC持ち込みの方も必ず PCデータ受付にて試写をお願いいたします。
20日，21日は翌日の発表データも受け付けいたします。

3．発表データ作成について
各会場の PCの仕様は以下のとおりです。
OS： Windows

アプリケーション：Windows版 PowerPoint

持込可能なメディアは USBメモリのみとなります。
Mac OS等，上記以外の環境での発表を希望される場合は，ご自身の PCをお持ち込みくださ
い。Windows PCの持ち込みも可能です。また，動画や音声を含む場合は，ご自身の PCを
お持ち込みください。

【USBメモリでのデータ持ち込みの場合】
・事前にウイルスに感染していないことを確認してください。
・ 文字化けやレイアウトの崩れを防ぐために OSに設定されている標準フォントをご使用く
ださい。

・ データの総量制限は特に設けません。決められた発表時間内に発表が終了するようにデー
タを作成してください。

・演台上のマウスと操作キーをご自身で操作してプレゼンテーションを行ってください。
・お預かりした発表データは，学会終了後に事務局で責任をもって完全消去いたします。
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・ セッション進行および演台スペースの関係上，PowerPointの発表者ツールは使用できませ
んのでご注意ください。原稿が必要な場合は予め印刷するなど，ご準備をお願いいたしま
す。

【PC持ち込みの場合】
・外部出力が可能であることを必ず，事前にご確認ください。
・ 会場に用意するケーブルコネクタの形状は，HDMIコネクタです。この形状に変換するア
ダプタを必要とする場合は，必ずご持参ください。また，ACアダプタを必ずご用意くだ
さい。

・バックアップデータをいただくことがございます。
・ お持ち込みの PCは PCデータ受付にて接続テスト後，発表する会場にて，お預かり，ご返
却いたします。

・ セッション進行および演台スペースの関係上，PowerPointの発表者ツールは使用できませ
んのでご注意ください。原稿が必要な場合は予め印刷するなど，ご準備をお願いいたしま
す。

■特別演題ご発表の先生へ
ご発表いただいた内容は，当日収録を行い，後日オンデマンド配信いたします。
配信期間は，7月 11日（金）～8月 1日（金）を予定しております。
原則，オンデマンド配信にあたっての動画の録り直しはいたしませんのでご了承ください。
オンデマンド配信にあたり，スライド作成の際には著作権や個人情報のご配慮をお願いいた
します。

ポスター発表について

・ノース　1階　G5にて行います。
・ ポスター受付にて受付（お名前の確認等）をお済ませの上，所定の掲示時間までにポスター
掲示を終了してください。

・ 発表時間は発表 4分，討論 2分です。セッション開始 5分前までにご自身のポスターパネ
ル前に待機してください。

・掲示時間，閲覧時間，発表・討論時間およびポスター撤去の時間は以下のとおりです。

6月 20日（金） 6月 21日（土） 6月 22日（日）

掲示時間  8：30～10：00  8：30～10：00  8：30～10：00

閲覧時間
10：00～11：00

12：15～17：30

10：00～11：00

12：15～17：00

10：00～11：00

12：15～15：00

発表・討論時間 11：00～12：15 11：00～12：15 11：00～12：15

撤去時間 17：30～18：30 17：00～18：00 15：00～16：00
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【ポスターパネルについて】
・ パネルの大きさは縦210 cm×幅90 cmです。
・ 演題番号（20 cm×20 cm）と画鋲は事務局
で用意いたします。

・ 本文は縦 190 cm×幅 90 cmに収まるように
してください。

・ 本文とは別に，縦 20 cm×幅 70 cmに収ま
るように演題名・演者名・所属を記入した
タイトルをご用意ください。

※ 撤去時間を過ぎても引き取りの無いポス
ターは，学術総会事務局で撤去し，プログ
ラム終了時に廃棄いたしますのでご了承く
ださい。

利益相反

状況開示

20cm

20cm 70cm

190cm 210cm

ポスター掲示用スペース

演題番号
事務局にて用意いたします

演題名・所属・演者名
各自で用意してください

90cm

20cm

20cm 70cm

190cm 210cm

ポスター掲示用スペース

演題番号
事務局にて用意いたします

演題名・所属・演者名
各自で用意してください

90cm
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